
 

 

２０２１年 ８月 ２４日  柏市立土小学校  校長  梅 津 健 志 

夏休みはいかがおすごしでしょうか。夏休みに入ってからの感染拡大の状況から、予定を変更された

ご家族も多いことと思います。今は我慢の時ですね。 

テレビのニュースや情報番組、インターネットの情報に、夏休み明けの学校における感染を不安に思

う情報がたくさん流れています。私としましては、正解の無い判断に最善策をと考えております。 

柏市内の状況は、7月 1 か月間に感染した児童生徒と教員は 52人でした。8月に入り、15 日

までの感染確認は 57人でした。ほぼ倍増していることがわかります。今週から二学期が始まる予定で

あった東京や神奈川の学校では、8月末まで夏やすみを延長した所が多いようですが、９月に入って

も夏休みを延長する対応は考えにくいと思います。文部科学省は、一斉の休校等の措置は行わないと

しておりますので、昨年度のようなことはありません。 

子供たちの発達を第一に考えると、学校で友達と一緒に活動したり、学んだりする経験を通して、知

恵が育ち、心が育ちます。子供たちの今は、今しかない、というほどに〇年生の段階に発達している９

月は今年だけしかなく、来年同じことを経験しても受け取り方は全く違う、貴重な時間です。学校時代

の１年間はかけがえのない、他に変えることができない１年だと、私は考えています。 

大切な今を大事にするために、子供たちの感染を学校内で防ぐことができるのは、我々大人です。

今、日本中の人々が感染予防を心がけているのに、それでもこんなに感染してしまうウィルスから、子供

が全く感染しないという状況をつくることは、相当困難な状況です。しかし、学校内での感染を防ぐため

に、学校は全力で取り組んでまいります。以下の３点が重要だと考えますので、保護者の皆様にも御

理解と御協力をお願いし、残りの夏休み期間を感染予防の準備期間と考え、子供たちの生活習慣を

感染しにくい生活習慣にしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

１ 本人、家族の間で、少しでも風邪症状（鼻水や咳等）がある場合は、欠席する。           

２ 感染防止に有効なマスクを着用するよう心掛ける。次ページの教育委員会からの資料を参考にしてくだ  

さい。マスクの材質による感染防止効果に違いがあるようです。                          

３ 手洗い、うがい、消毒を徹底することと、友達に接近して会話をしないことを守る。             

校長室 だ よ り   N o ７  

「 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 を み ん な で 防 ご う 」  



 

 


